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はじめに

 日本の高齢化が極度に進んだことによる介護老人の増加は、様々な社会問題を起こ

している。今後も高齢化が進むことが予想されることから、いかに要介護者の増加を

食い止めるかが喫緊の課題となっている

 要介護の主因は生活習慣病によるものが多いが、同程度に運動器官の衰弱という要

因も大きい。その運動器官の衰弱による要介護者の増加を抑制すべく、衰弱症状に

「ロコモティブシンドローム」の名を冠し、政府を中心に対策に乗り出している

 本レポートでは、活性化するロコモティブシンドロームの関連市場への参入状況を捉

えることで、業界を理解する一助としたい
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本資料の流れ

I. ロコモティブシンドロームの現状

II. サルコペニアとビジネス

1. 健康食品

2. 運動
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ロコモティブシンドローム（運動器症候群）とは
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 ロコモティブシンドロームとは「運動器障害により要支援・要介護の状態になるリスクが高い状態になること（日本整形外科学会）」

‒ ロコモティブシンドロームから要介護になる割合は約35%にのぼる

出所： 公益社団法人日本臨床整形外科学会資料より作成
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ロコモティブシンドローム

• 痴呆
• 脳梗塞
• 心臓病

And/
Or

脳卒中（29％）、認知症（13％）

関節への負担・
軟骨の減少

関節疾患
（9％）

• 変形性関節症

• 関節リウマチ
• 関節可動域制限

骨折・転倒
（11％）

骨への負担・
骨密度の減少

• 骨粗鬆症に伴う円背
• 易骨折性
• 変形性脊椎症
• 脊柱管狭窄症

• 関節痛

• 骨折等

衰弱
（14%）

要介護：
身体上または
精神上の障害
があるために、
日常生活における
基本的な動作
（入浴・排泄・食事等）
の全部または一部、
一定期間継続し、
常時介護を要すると
見込まれる状態

• 運動速度の低下
• 持久力低下
• 反応時間延長
• バランス能力低下

ロコモスパイラル

• サルコペニア肥満
(落ちた筋肉は脂肪
に変化)

深刻度軽 重

加齢により要介護に至るメカニズム

骨

関節

筋肉
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身体の部位毎の老化開始時期について
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 身体の部位で老化開始時期は異なり、筋肉・骨は35-40歳から老化が開始する

 予防方法がわかっているものもあり、「運動・活動」が効果的

目
40歳

 40歳で見える範囲が狭くな
ると言われている

 喫煙せず、サングラス等で
UVから目を守ることが大切

筋肉
40歳

 加齢に伴い筋肉を失い、脂肪
になる

 筋肉維持のためには運動を
生活に取り入れることが重要

骨
35歳

 1年に1%骨量は減少
 最新の研究では、1日に20回
のジャンプでも大きな効果が
あると言われる

肺
30歳

 1年に1%肺機能は減少
 動かないひとよりもアクティブ
な人のほうが抑制効果がある
(運動が効果的)

肌
18歳

 コラーゲンとエラスチンが年に
1%減少

 日焼け止めを利用し、UVを避
けることで防止ができる

脳
70歳

 70歳までに脳機能の老化が
早まる

 「活動」に参加し続けることが
予防方法

若年

中年

中年

高齢

耳
60歳

 耳の老化は徐々に起こるが、
65-74歳の3分の1に問題あり

 特別な予防方法はないが、大
きな音に慣れると悪化傾向

心臓
65歳

 20-30歳を境に10%有酸素用
量が減少、65歳で心臓病をと
もなう場合がある

 加齢により心臓壁が厚くなる

腎臓
50歳

 20-30歳を境に10%有酸素容
量が減少、65歳で心臓病を伴
う場合がある

 加齢により心臓壁が厚くなる

内臓
60歳

 60歳から食事をより吸収しづ
らくなると言われている(腸等)

ロ
コ
モ
関
連
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ロコモティブシンドロームの予防が重要と考えられる背景
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 超高齢化社会で阻止すべき「寝たきり、要介護」の原因の一つであるロコモを予防することが重要である

要介護者の推移

出所： 厚生労働省「介護保険事業状況報告（年報）」
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認知症

心疾患（心臓病）

脳血管疾患（脳卒中）

骨折・転倒

関節疾患

その他・不明・不詳

高齢による衰弱

要介護となる要因

35%がロコモ
関連の原因
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特集レポート一覧はこちら ▶
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SAMPLE版はここまでです。

“業界チャネル 特集レポート“とは、

経営コンサルタントの目線で特に伸びているビスネスに注目して分析。
その成功の鍵や今後に言及し、「打ち手」を導出します。

続きは、業界チャネル 特集レポート にてご覧ください。

https://b2b-ch.infomart.co.jp/report/feature/list.page?utm_source=sprpt077&utm_medium=pdf

